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（６）青年の家 

１）施設概要 

① 施設一覧 

本市では、共同生活を通じ、規律、協同、友愛の精神のかん養を図り、心身共に健全な青年の

育成をはかることを目的として、青年の家（本館：青雲荘）を設置しています。 

青年の家は、適応指導教室アイトワとの複合施設となっています。 

 

図表 施設一覧 

 

 

 

 

 

 

② 事業内容 

青年の家では、青少年が広く地域で活用できる知識や技術を習得するとともに、学習活動を通

じて自主性・活動力を伸長し、さらには青少年同士の仲間づくりを促進するために、様々な内容

の講座を実施しています。 

青少年向けの宿泊・研修施設として、宿泊の場合は 5名以上、1回につき 1団体で利用するこ

とができます。 

＜事業内容＞ 

 主催事業の開催 

 施設の貸出し 

 青年・親子講座の開催 

 ジュニアセミナーの開催 

 

③ 開館時間等 

開館時間 休館日 開館日数 

午前 8時 30分から午後 9時 30 分 
毎週木曜日（ただし、祝祭日の場合は翌平日） 

年末年始 
308 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適応指導教室

（アイトワ）

1 青年の家 小牧市堀の内一丁目1番地 512.0 昭和38 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ●

構造
（主たる建物）

備考所在地
延床面積

（㎡）

建築

年度

（年度）

複合・併設施設

名称
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④ 利用方法及び使用料 

 利用月の 3ヶ月前の 1日から予約することができます。 

 使用料は基本的に有料です。ただし、小牧市青年の家使用料減免要綱に基づく団体が利用する

場合は、使用料の減免が適応されます。 

＜使用料＞                             （平成26年4月1日現在） 

 定員・付属設備 

半日 昼間 夜間 全日 

8:30～12:00 

13:00～16:30 
8:30～16:30 17:00～21:30 8:30～21:30 

和 室 

A～D宿泊 5人･研修 10人 

さくら～つつじ  宿泊 7 人・

研修 15人 

210 円 320 円 540 円 750 円 

講義室 50 人・附属設備 ピアノ 640 円 860 円 1,290 円 1,720 円 

宿 泊 1 人 1泊 一般 540 円 中学生以下 210 円 

 

 

⑤ 配置状況 

図表 青年の家位置図 
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講義室 67.7

27.2
食堂

52.5

その他共用部

215
512.0㎡

0 100 200 300 400 500 600

青年の家

（㎡）

会議・集会

186
青年の家

浴場 事務室談話室

和室

⑥ スペース構成 

青年の家は、延床面積 512 ㎡であり、そのうち講義室や和室の会議・集会機能面積が 186 ㎡

(36％）となっています。 

その他に、談話室、浴場、食堂等を保有しています。 

 

図表 スペース構成(平成 24年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適応指導教室アイトワ(39㎡) 
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２）実態把握 

① 建物状況 

■ 青年の家の建物総合評価結果 

平成 25年度の青年の家の建物状況について評価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年の家は、築 50年を経過していますが、平成 3年度に大規模改修をしており、大規模改修

実施後では 22年が経過しています。そのため、今後計画的な老朽化対策が必要です。（パターン

Ｃ） 
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1 青年の家 昭和38 512 － 50 平成3 22 － × × × × × × × ×

平成25年度
①

耐震化
③バリアフリー対応②老朽化基本情報

維持管理費（千円） 床面積当たり（円/㎡）

⑤維持管理(H24年度)
④環境対応

指定管理委託料に含まれるた

め評価対象外とする

①、③、④
の記載例

実施済み：○

未実施 ：×

不 要 ：―

※１ 手すり・鏡・低い操作ボタン等の設置
※２ 節水型便器、高効率照明器具・ＬＥＤ照明、雨水・中水設備
※①の「不要：－」には、耐震診断の結果耐震化が不要な施設と

新耐震基準施設のため不要な施設が含まれる。

パターン③

　該当施設 建築年度

1 青年の家 昭和38
#

＜ 1 施設 ＞
｜ 　　　　　　　　　｜

該
当
施
設

コ
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ト

・大規模改修実施施設ですが、改修後築
20年を超えており、計画的な老朽化対策
の検討が必要になっています。

・老朽化が進行している

評
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④環境
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振分基準;

パターンA以外で

②=2の施設

今後 老朽化パターンＣ
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② 利用状況 

■ 総利用件数・総利用者数 

平成 24年度の総利用件数は 2,010 件、総利用者数は 1万 2,987 人となっています。 

利用目的別利用件数では、サークル活動（団体）が 1,104 件（55％）と最も多く、次いで市や

県等の公的利用 416 件（21％）、その他（宿泊）346 件（17％）となっています。主催事業は 55

件（3％）です。部屋別利用件数は、和室が 1,511 件（75％）、講義室 499 件（25％）です。 

部屋別利用者数は、講義室が 8,981 人（69％）、和室 4,006 人（31％）となっています。 

 

図表 総利用件数・総利用者数（平成 24 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 稼働率 

施設全体の稼働率は、約 44％です。 

部屋別では、講義室が約 67％、和室が 42％となっています。和室は部屋数が多いため、利用

件数・利用者数は多いですが稼働率が低くなっています。 

 

図表 部屋別稼働率（平成 24年度） 
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午前
午後
夜間

青年の家
31

15

1

#N/A

47

0 20 40

21

11

6

#N/A

38

0 20 40

17

16

8

#N/A

41

0 20 40

平日 土曜 日祝
（人/日） （人/日） （人/日）

■ 時間帯別利用状況 

時間帯別の利用状況をみると、午前・午後は日曜日・祝日の利用が多い傾向となっていますが、

夜間は平日が多くなっています。 

図表 平日土日別時間帯別利用状況（平成 24年度） 

 

 

 

 

 

 

 

■ 年間利用件数・利用者数の推移 

利用件数の推移をみると、平成 20年度の 1,854 件から平成 23年度の 2,363 件で増加していま

す。平成 24年度は前年度と比較して 15％減少しています。 

利用者数の推移は、平成 20年度の 1万 2,433 人から平成 23年度の 1万 6,056 人で増加してい

ます。平成 24年度は前年度と比較して 19％減少しています。 

利用１件当たりの利用者数は、6.5 人/件から 6.9 人/件で推移しています。 

利用件数および利用者数どちらも、サークル活動（団体）の利用が半数近くを占めています。 

 

図表 年間利用件数・利用者数の推移 
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■ 利用者アンケート 

 

利用者の居住地をみると、全市域からの利用があり、市外からの利用も 12.6％と比較的多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

利用頻度をみると、週に 1回、又は 2週に 1回の利用が 69.6％と過半を占めており、定期的な

利用がされています。 

 

 

 

 

 

 

 

利用者年代をみると、60歳以上の方の利用が 45.5％と半数近くを占めています。 
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小牧小学校区 村中小学校区 小牧南小学校区 三ツ渕小学校区 味岡小学校区 篠岡小学校区

北里小学校区 米野小学校区 一色小学校区 小牧原小学校区 本庄小学校区 桃ヶ丘小学校区
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③ 運営状況 

青年の家は、指定管理者制度で運営しています。指定管理者職員は、3人が従事しています。 

 

図表 運営人員（平成 24 年度） 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 運営体制 

 運営体制をみると、一般職員及び臨時職員 3人がローテーション勤務で従事しています。 

土・日曜日・祝日の運営も、平日同様の運営体制です。 

 

図表 運営体制（平成 24 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

平日（月～金）
（木曜日を除く）
土・日曜日・祝日

運営体制 ３人

8：15

青
年
の
家

臨時職員（指定管理者職員） １人 ※

一般職員（指定管理者職員） ２人 ※

22：00

※ ローテーション勤務

青年の家

運営形態 指定管理

指定管理者職員 2.0

計 2.0

指定管理者職員 1.0

計 1.0

指定管理者職員 3.0

　合計 3.0

施設利用に
関する受付・
案内

各種講座・講
演会等の企
画・開催

合計

126



（６）青年の家 

 

  

⑤ コスト状況 

■ 指定管理者のコストとあわせたコスト状況 

市のコストと指定管理者のコストをあわせて整理した青年の家の年間トータルコストは、

2,056 万円です。 

年間トータルコストのうち、施設にかかるコスト（修繕料、光熱水費等）は 310 万円（15％）、

事業運営にかかるコスト（人件費、その他委託費等）は 1,745 万円（85％）、減価償却相当額は

有りません。当該施設から年間 95万円の収入があります。 
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図表 青年の家 トータルコスト（平成24年度） 

図表 市及び指定管理者の行政コスト計算書（平成24年度） 
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３）評価・分析 

■ 利用者数 1人当たりにかかるコスト/利用１件当たりにかかるコスト 

年間利用者数とトータルコストから利用者 1 人当たりにかかるコストを算出すると、1,583 円

となっています。 

年間利用件数とトータルコストから利用 1 件当たりにかかるコストを算出すると、1 万 228 円

となっています。 

 

図表 利用者 1人当たりにかかるコスト   図表 利用 1件当たりにかかるコスト 

   （平成 24 年度）             （平成 24年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）今後の検討の視点 

■ 施設に関する視点 

 青年の家は、築 50年を経過しています。屋根防水改修や水回りの設備改修等を行っていま

すが、今後も計画的な老朽化対策が必要です。 

■ 利用に関する視点 

 青年団体の活動は平成の初め頃まで盛んでしたが、現在は青年大学等の活動がなくなった

こともあり青年団体の利用は減少しています。そのため、サークル団体等への貸出を行う

など施設を最大限有効活用して利用拡大を行っていく必要があります。 

 

施設写真 

 

 

 

 

 

施設にかかるコスト 事業運営にかかるコスト

指定管理委託料

施設にかかるコスト 事業運営にかかるコスト

指定管理委託料
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